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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢が改善され、全体としては緩やかな回復傾

向が続いている一方で、海外景気の減速等による懸念もあり、先行きにつきましては不透明な状況であります。

ハイヤー・タクシー業界におきましては、常態化した乗務員不足による稼働低下等、厳しい環境のもとにありまし

た。このような情勢のもと、タクシー部門は大和自動車交通グループ2,454台の車両が当社の商標（マーク等）を使

用して運行しており、お客様を第一に考え、最新の装備とドライバー教育から生まれる「大和のおもてなし」のサー

ビスで、安全な空間と時間の提供に取り組んでおります。また、東京23区と武蔵野市、三鷹市で利用可能なＧＰＳ機

能を活用したスマートフォンによる配車を始め、自動配車受付システム（ＩＶＲ）と合わせて迅速な自動配車や、各

種カードでの決済サービス、東京都内と成田空港、羽田空港、東京ディズニーリゾートの送迎に便利な定額制での運

行など、お客様のさらなる利便性の向上と提携各社との相互の発展を目指しております。

当社グループといたしましては各事業の競争力を高め、責任体制の明確化を図るとともに、さらなる成長と収益の

確保を目指すものとして、タクシー事業の分社化に続き、平成27年４月１日より当社のハイヤー事業を分社化し、新

たに大和自動車交通ハイヤー株式会社を設立して、同社にハイヤー事業を承継しております。

また、平成27年10月23日に公表しております固定資産の譲渡による固定資産売却益の計上は、予定通り平成28年３

月期の第３四半期に特別利益として計上する見込みであります。

当第２四半期連結累計期間の売上高は8,641百万円と前年同四半期比3.4％の減収となり、経費面では乗務員募集活

動の強化による宣伝広告費や採用乗務員研修費等の増加はあるものの、前期に比して燃料単価が低価格で推移したこ

ともあり営業利益は448百万円（前年同四半期比6.7％増）となり、加えて前期にて退職給付会計基準変更時差異の償

却が終了し、経常利益は385百万円（前年同四半期比51.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は262百万円

（前年同四半期比155.1％増）となりました。

セグメントの業績は、次の通りであります。

①旅客自動車運送事業

旅客自動車運送事業では、ハイヤー売上高は得意先企業の経費節減と他社との低価格競争の影響のある中、引

き続き新規顧客開拓の営業活動に注力してまいりました。タクシー売上高は稼働率の改善はなかなか見られなか

ったものの、マニュアルに基づく「おもてなし」の行動推進等、乗務員の営業指導に注力した結果、旅客自動車

運送事業売上高は6,307百万円（前年同四半期比0.5％増）、営業利益は54百万円（前年同四半期比165.0％増）と

なりました。

②不動産事業

不動産事業では、テナントの要望に沿った施設の改善に努め、不動産事業の強化と収益の増強を進めておりま

すが、一部賃貸ビルにおいてテナントの退去があり、不動産事業売上高は453百万円（前年同四半期比11.9％

減）、営業利益は193百万円（前年同四半期比26.8％減）となりました。

③販売事業

自動車燃料販売部門では、原油価格の下落により売上高は減少する中で、人件費や諸経費の削減に努めるとと

もに、顧客へのきめ細かいサービスの提供を推進し、金属製品製造販売部門は、生産効率向上を図り、ＩＳＯ

9001を継続取得し製品の品質向上を進め、原材料価格の上昇はありますが、販売事業売上高は1,880百万円（前

年同四半期比12.6％減）、営業利益は180百万円（前年同四半期比33.0％増）となりました。

(注) 売上高に消費税等は含まれておりません。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間の総資産は22,914百万円となり、前連結会計年度末に比べ868百万円の減少となりまし

た。これは現金及び預金が691百万円減少するなどの結果、流動資産が814百万円減少したことなどによるものであり

ます。

負債は前連結会計年度末に比べ1,052百万円減少の15,437百万円となりました。これは流動負債「その他」に含ま

れております未払消費税等が367百万円減少するなどの結果、流動負債が540百万円減少し、長期借入金が201百万円、

役員退職慰労引当金が111百万円減少するなどの結果、固定負債が512百万円減少したことなどによるものでありま

す。

純資産は前連結会計年度末に比べ183百万円増加の7,477百万円となりました。これはその他有価証券評価差額金が

33百万円減少したものの、利益剰余金が227百万円増加したことなどによるものであります。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の30.5％から32.4％に増加しております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想につきましては、平成27年10月23日にお知らせいたしました固定資産の譲渡による特別利益（固定資

産売却益）の計上を含めて現在精査中であり、判明次第お知らせいたします。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等

を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を

資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いた

しました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定に

よる取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法

に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を

行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載

し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売

却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方

法に変更しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,864 1,172

受取手形及び売掛金 1,443 1,343

有価証券 0 0

販売用不動産 3 3

商品及び製品 39 32

仕掛品 20 9

原材料及び貯蔵品 53 41

その他 425 430

貸倒引当金 △37 △35

流動資産合計 3,812 2,997

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,548 6,509

土地 10,821 10,821

その他（純額） 1,589 1,499

建設仮勘定 12 -

有形固定資産合計 18,972 18,830

無形固定資産

その他 44 42

無形固定資産合計 44 42

投資その他の資産

その他 1,081 1,168

貸倒引当金 △127 △124

投資その他の資産合計 954 1,043

固定資産合計 19,970 19,916

資産合計 23,783 22,914
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 565 480

短期借入金 1,103 1,102

未払法人税等 201 159

賞与引当金 119 111

その他 2,209 1,804

流動負債合計 4,199 3,659

固定負債

社債 2,165 2,100

長期借入金 5,916 5,714

役員退職慰労引当金 111 -

退職給付に係る負債 887 857

資産除去債務 228 229

その他 2,981 2,876

固定負債合計 12,290 11,778

負債合計 16,489 15,437

純資産の部

株主資本

資本金 525 525

資本剰余金 2 2

利益剰余金 6,779 7,007

自己株式 △265 △267

株主資本合計 7,040 7,267

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 128 95

退職給付に係る調整累計額 72 64

その他の包括利益累計額合計 201 159

非支配株主持分 51 50

純資産合計 7,293 7,477

負債純資産合計 23,783 22,914
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 8,942 8,641

売上原価 7,916 7,573

売上総利益 1,026 1,068

販売費及び一般管理費 605 620

営業利益 420 448

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 6 7

負ののれん償却額 0 -

受取車検費用 2 2

その他 19 26

営業外収益合計 30 37

営業外費用

支払利息 104 95

退職給付会計基準変更時差異の処理額 76 -

シンジケートローン手数料 2 2

その他 12 3

営業外費用合計 195 100

経常利益 255 385

特別利益

投資有価証券売却益 - 0

特別利益合計 - 0

特別損失

固定資産除却損 2 11

社葬費用 - 10

特別損失合計 2 22

税金等調整前四半期純利益 252 363

法人税、住民税及び事業税 118 129

法人税等調整額 32 △27

法人税等合計 150 101

四半期純利益 101 261

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 103 262
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 101 261

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 17 △33

退職給付に係る調整額 68 △8

その他の包括利益合計 85 △41

四半期包括利益 186 219

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 188 221

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 △1
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 252 363

減価償却費 387 432

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 △4

賞与引当金の増減額（△は減少） 12 △8

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4 △111

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 43 △39

受取利息及び受取配当金 △7 △8

支払利息 104 95

シンジケートローン手数料 2 2

固定資産除売却損益（△は益） 2 11

投資有価証券売却損益（△は益） - △0

売上債権の増減額（△は増加） 47 100

たな卸資産の増減額（△は増加） 42 30

長期前払費用の増減額（△は増加） 13 12

前払費用の増減額（△は増加） 68 16

仕入債務の増減額（△は減少） △109 △84

未払消費税等の増減額（△は減少） 287 △356

未払費用の増減額（△は減少） △141 △52

前受収益の増減額（△は減少） △3 △0

長期未払金の増減額（△は減少） - 43

長期預り金の増減額（△は減少） △11 △15

その他 △4 6

小計 1,003 431

利息及び配当金の受取額 7 8

利息の支払額 △105 △95

シンジケートローン手数料の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 △428 △175

営業活動によるキャッシュ・フロー 474 167
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △43 △63

定期預金の払戻による収入 25 72

固定資産の取得による支出 △122 △191

固定資産の除却による支出 △244 △2

長期貸付けによる支出 △13 △3

長期貸付金の回収による収入 2 3

投資有価証券の取得による支出 △7 △6

投資有価証券の売却による収入 - 0

出資金の取得による支出 - △128

その他 4 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △400 △317

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △20 △30

長期借入れによる収入 234 320

長期借入金の返済による支出 △460 △491

社債の償還による支出 △65 △65

自己株式の取得による支出 △0 △1

リース債務の返済による支出 △244 △229

配当金の支払額 △15 △33

財務活動によるキャッシュ・フロー △571 △531

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △497 △682

現金及び現金同等物の期首残高 2,279 1,747

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,781 1,064
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　
（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

旅客自動車
運送事業

不動産
事業

販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 6,276 514 2,151 8,942 - 8,942

セグメント間の内部売上高
又は振替高

18 210 509 739 △739 -

計 6,295 725 2,661 9,682 △739 8,942

セグメント利益 20 265 136 421 △1 420

(注)１ 調整額の区分は、セグメント間の内部取引に係る消去額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

旅客自動車
運送事業

不動産
事業

販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 6,307 453 1,880 8,641 - 8,641

セグメント間の内部売上高
又は振替高

24 191 397 612 △612 -

計 6,331 645 2,277 9,254 △612 8,641

セグメント利益 54 193 180 428 19 448

(注)１ 調整額の区分は、セグメント間の内部取引に係る消去額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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